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令和 4年冬号 
 

《講師プロフィール》 

1993 年 2月 19 日生まれ 

幼少期より、親からの虐待や離婚・病気を理由に乳児院や児童養護施設などの社会的

養護の現場で育つ。 

高校、大学を卒業後、児童養護施設での児童指導員勤務やカンボジアでの教育支援員

の活動など様々な経験を通して「自分と同じような想いをする子どもを減らしたい」

と思い、2019年に全国児童自立促進協会OHSを設立。 

2020 年 12月に特定非営利活動法人OHSを発足。 

 

特定非営利活動法人 OHS 

代表理事 宮本 一幸氏 

特定非営利活動法人 OHS 

【住所】〒814-0153福岡県福岡市城南区樋井川 2-23-22 

【電話】092-707-4026【mail】info@ohsfukuoka.com 
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☆「本当の笑顔」と出会い、思いを形に 

児童養護施設の児童指導員として働いていた

宮本さんでしたが、子どもの頃に受け続けた虐

待の影響で、「自分には無理」というネガティブ

な気持ちが積み重なっていくように。 

そんな中、教育支援員として海外（カンボジ

ア）へ行き、現地で出会った子どもたちの屈託の

ない笑顔が、日本で見ていたものとは違う「本当 

の笑顔」だと感じた宮本さんは、「こんな笑顔を

守りたい。心の底から笑える社会にしたい」 

という思いを形にする 

ため、「特定非営利活動

法人 OHS」を設立しま

した。 
☆自身の生い立ち 

宮本さんは生まれてすぐ乳児院に預けられ、

その後も児童養護施設などで過ごしました。 

親からの愛をもらうことなく、寂しい気持ち

をずっと抱えてきた 

ため、大人を憎み社会 

を恨む、反抗的な人間 

になっていたそうです。 

講師：特定非営利活動法人OHS 

   代表理事 宮本 一幸氏 

 

 

 

 

大人が笑えば子どもも笑う 
～未来を生きる子どもたちへ～ 

R3.11.21 

 

 

 

 

 

☆転機となる出会い 

17 歳のある夜、ファミレスに入ると、児童養

護施設で一緒だった顔見知りの少女が、一人で

食事していました。「こんな時間に一人で女の子

が食事していて、周りの大人は何も思わないの

か」という怒りと同時に、「自分がこの子を守っ

て、救いたい」という思いが芽生えました。 

自分の幼い時の記憶がフラッシュバックして

少女との出会いに重なり、宮本さんは保育士に

なる決意をします。 

☆「One Happiness and Smile」のために 

昨年 7月、大人も子ども 

も一緒に支援できる家庭 

総合支援施設「心笑（ここ 

わ）」を開設しました。 

「心笑」では、子どものアフタースクールと

して、学習サポート、食事や入浴、送迎などを

行っています。朝、些細なことで子どもを怒っ

てしまった母親が、「心笑」を利用して心に余

裕ができ、夜には子どもを笑顔で迎える姿など

を見ると、宮本さんは自分たちの活動の必要性

を強く感じるそうです。 

今後は、OHS の思いに共感してくれる人と

たくさん繋がって笑顔を増やしていき、いずれ

は自分たちのような団体が 

なくなる（活動しなくて 

よくなる）世の中になって 

ほしいと願っています。 

 

 

 

令和 3年度の NPO・市民講演会は、 

子どもの館子どもホールにて開催しました。 

講師の宮本さんから、活動を始めた経緯や 

現在の状況、子どもの笑顔を守るために 

強く伝えたい事などをお話しいただきました。 

 

開演前に OHSの活動を動画で紹介しました。 

「うちの子どもたち、 

ほっこりしませんか？ 

笑顔がいいんですよ！」 

と宮本さん。 

 

子どもは大人を見て育ちます。 

大人のみなさん!! 

心の底から笑っていますか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ･市民活動ﾏﾙｼｪ 

11月 20日開催！ 

ＮＰＯ法人・市民活動団体を 
知ろう！体験しよう！応援しよう！ 

ﾏﾙｼｪは来年度も開催予定! 

次回はもっと多くの団体さんに 

ご参加いただきたいと思っています。 

皆さま、ぜひご検討ください! 

        by ｻﾎﾟｾﾝ 

ビックサイズの「北九州ふるさとかるた」は

お手玉を投げて取り合います。 

サポートセンターも

いつもより華やかに

飾り付け★ 

ミニパントリー体験では、新鮮なお野菜や、様々 

な食品をシェアしていただき、食品ロスを減らす 

ことができました。エコクラフト体験では、かわ 

いく装飾された松ぼっくりのクリスマスツリーが次々と完成！ 

もじの海のゴミ拾い体験も好評でした。 

ご来場いただいた皆さま、どうも 

ありがとうございました。 

明るい衣装に身をつつみ、「北九州

ふるさとかるた」を読み上げる元気

な声がひびきました。集まった子ど

も達は、集中して大きなかるためが

けてお手玉を投げ、かるたを取り合

い、楽しそうに笑っていました。 

笑いを通して、「心」と「頭」と「体」

の体操ができました。 
 

「地球のステージ チーム九州」さんは、有

機栽培コーヒー（フェアトレードコーヒー）の販売を、

「カリブーニ ひまわりの会」さんは、ケニア雑貨の販

売を行いました。多くの方々に商品を手に取っていただ

き、商品の生産国（原産国）のお話や、団体のこれまで 

の活動についてなど、話に花が咲き、楽しい交 

流が生まれました。 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

☆活動の基本となる三本の柱☆ 

① 外国人留学生等の住居・就職に関する

生活支援事業 

日本人学生と外国人留学生 

が切磋琢磨し、内定を目指し 

ます。卒業後も全国各地OB 

やOGが集まり、情報交換を 

行っています。 

 

 

 
 

 

 

  

  

第 222 回サポートセンターの日活動発表会 

特定非営利活動法人 

学研都市留学生支援ネットワーク(FORSNET) 

 

 

グローバルコミュニティ 
~留学生が求める支援を~ 
辻井 洋行(理事長)氏 ・坂上 茂子氏 ・網中 雪氏  

エジプト人留学生 ファリット アハマドさん 

 

 
☆団体の紹介☆ 
多くの留学生を受け入れている「学術研究都市ひびき

の」で、留学生が誇りを持って生活できるように、様々な

支援や交流活動を行っている団体です。 

「FORSNET(フォースネット)」の愛称で活動しています。        

 

 

 
団体ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆コロナ禍でも繋がりを大事にしたい☆ 

学生が企画運営し、ラジオ番組「グローバル

スタジオひびきの」を放送中。ゲストは留学生

となっており、各国のコロナ状況や苦労話など、

生の声をお届けしています。 

ぜひお聞きください！ 

 

 

 

 

 

 

 

エアーステーションひびき 

10 月 23 日～2 月 26 日までの毎月第 4 土曜日 

13:00～14:00  /  全 5 回 【FM 88.2 MHz】 
② 外国人留学生の学術・文化活動に関 

する生活支援事業 

        浴衣の着付け 地域の方々に 

        寄付していただいた浴衣で着 

付をし、お祭りに行きます。 
 

華道 各々の作品を先生が指導、 

評価します。イベント時にはフ 

ラワーアレンジでおもてなしを 

行います。 

茶道 「留学生による男茶会」 

は団体の看板イベントになっ 

ています。これまで、 

・学研都市に来訪した駐日キューバ大使へ呈茶 

・上海総領事館にて上海茶会の開催 

等の活動を行ってきました。また、団体での活

動が高じて、母国に日本文化を広める会社を設

立した学生もいました。 

 

 

 

 

☆今後のビジョン☆ 

・ 日本人スタッフ主体から学生主体の企画 

運営へ移行 

・ コロナ制限下での外国人留学生の居場所 

づくり 

・ 語学レッスンを通じた地域文化交流 

に取り組んでいきます！ 

 

 

 

 

発表の様子を動画で配信予定 
サポートセンターの HPや Facebook を要チェック！ 

 

辻井 洋行さん 

 

 

地域の方との交流を深め、ひ
とつの街を作っていくような
活動を目指し頑張っていま
す。ぜひ応援してください。 

 

・料理対決、料理講座、遊び 
・語学レッスン、文化交流 
・ゲストティーチャー  など 
様々な講座に対応できます。 
ぜひ声をかけてください。 

坂上 茂子さん 

 

ファリット アハマドさん 

 

 
活動を通じて日本の社会や考

えを理解することができます。 

 

③ 外国人留学生等と地域住民との交流

支援事業 

市民センターや小中学校、高校、大学との交

流事業を盛んに行っています。企画から一緒

に考え、FORSNETにしかできない交流を皆さ

んとできたらと思っています。 

 

 

 

 

 

 

どの活動もすぐに定員に達する 
ほど人気です!! 
作品や活動内容は Facebook でも 
紹介しています。 
 
FORSNET  Facebook ⇒ 網中 雪さん 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

北九州市聴覚障害者協会 紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手話通訳者が足りません！ 

学校や病院等の公的機関へは、手話通訳者

の同行が必要ですが、市内にろう者は 1,500

名以上！手話通訳者が足りないため、学ぶ人

を増やしていきたいとのことでした。 

 

 

 

聞こえないことで困っていること  

・外見ではわかりにくい障害のため、聴覚障害

者だと気づいてもらえないことが多い。 

・災害発生等の非常時におけるコミュニケー

ションや情報収集が困難。 

・コロナ禍のマスク生活により、口の動きが読

み取りづらく理解しにくい。 

 

今後の活動への思い 

「算数や国語のように、手話が教育に取り

入れられ、手話＝言語として使われる環境に

なれば、聴覚障害者の暮らしは大きく変わる

はずです」と話される大澤さん。今後も手話の

普及や手話言語条例実現に向けて取り組んで

いくとのことでした。 

 

 

 

参加者の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「聴覚障害者と   言語」 

第 223回 サポートセンターの日活動発表会 

特定非営利活動法人北九州市聴覚障害者協会 

理事長 大澤 五惠氏 

 

TEL／FAX 093-881-0114 

手話奉仕員養成講座（毎年５月～３月、市内４ヶ

所）、手話通訳者養成講座（３つのステップアップコ

ース、会場はウェルとばた内）を開講しています。興

味のある方は、お問い合わせください。 

 

今の社会の中で、ろうあ者・難聴者

がおかれている現状が良く分かり、

私たちの団体でも何等かの支援をし

たいと考えるようになりました。手話

講座も分かりやすくてよかったです。 

 

手話を学びたい方はこちらへ 

 

★手話奉仕員養成講座 

★手話通訳者養成講座 

手話初心者から手話通訳者を

目指す方向けに、各種講座を

開講 

 

身近に聴覚障害の方がいますが、

これまで手話でコミュニケーション

を取ることがありませんでした。これ

からは簡単なことから始めて、手話

で会話してみようと思いました。 

～活動を通して学び合う仲間とともに～ 

昭和８年、同じ障害をもつ仲間が集まり「隣潤会」

として活動を始め、2005 年に法人化。聴覚障害者の多

様なニーズを把握し、自立した生活を営むことができ

る社会を目指し活動しています。手話の普及をはじ

め、聴覚障害者への生涯学習に取り組んでます。 

三歳で高熱、ストレ

プトマイシンの後遺症

により失聴された大澤

さん。自身の体験を基

に、精力的に活動され

ています。 

活動を紹介します！ 

 市政だよりを 

要チェック！ 

★ピアカウンセリング事業 

★ろうあ者相談員事業 

聴覚障害者の生活・法律・悩み

など、手話で相談対応 

 

 

その他、年１回「手話フェスティバル」を開催し、

聴覚障害者への正しい理解を深めています。 

理事長 大澤さん 

「うれしい」 

両手を開いて胸の

正面で交互に上下

させます。 

 
手話で「うれしい」は

どう表現するの？ 



             「協働」をめざす支援、実施中！ 

協働コーディネーターがＮＰＯ等の現場に出かけて、「やりたいこ

と」「困りごと」に関する相談を受け付け、協働のためのお手伝いを

しています。団体のＰＲに役立ててもらおうと、動画制作を希望され

た１０団体の代表の方のお話や、活動の様子などを撮影。現在、編集

作業を進行中です! 完成した動画は順次、市民活動サポートセンター 

入口のモニターで放映中です。 

ＨＰにも掲載していきます。 

お越しの際はぜひご覧ください! 

ＮＰＯ活動を展開している実践者を講師に迎え、後期の勉強会を開催しています。１月（第３回）

からは「集客術」「経営方法」「資金づくり」について学んでいきます。 

第１回講師は、「ＮＰＯ法人わくわーく」理事長の小橋さん。障がい福祉分野での経験や地域のつな

がりを作るコミュニティー活動、活動するうえで大切にしていることなどについてお話しいただき

ました。第２回講師は、「特定非営利活動法人あそびとまなび研究所」理事長の秋葉さん。子どもた

ちとの遊びを通じたコミュニティーづくりについてお話し 

いただきました。勉強会終了後の振り返りでは、「他団体 

の取り組みや目的などを聞けて大変勉強になった」 

「他団体の方とお 

話しでき、心強く 

感じた」「交流し 

ながら取り組めて 

よかった」などの 

感想をいただきました。 

２月５日（土）、２６日（土）の２日間、課題解決

のためのワークショップ形式の集中講座を開

催します。自己診断に始まり、目的の確認、必要な

関係の構築、その戦略とアクションの洗い出しを 

行います。これで次年度の計画もバッチリです! 

参加団体を募集中です。 

ＮＰＯ等が地域などとつながることで課題解決へと向かい、

活動の幅を広げるための支援を行う 

「つながろう！協働」事業に取り組んでいます。 

初年度の締めくくりに向けて 

現在「課題解決型学習」の参加団体を募集中です。 
 

（受託業者：夢追いサポートセンター） 

ＮＰＯ活動中の講師による勉強会 

昨年１２月に、九州工業大学と

４つのＮＰＯとの協働マッチン

グを実施しました。熱意ある学

生との交流会、相談会を行い、

学生から参加団体へ様々な質問

が投げかけられました。この交

流をきっかけに若い力との協働

が実現し、団体の活性化や次世

代育成など、今後につながるよ

うフォローしていきます。 

現在、他大学とも交渉中です。 

『課題解決型学習』に 
ぜひご参加ください! 

協働マッチング 

 

☜ＮＰＯ法人アクティブ
キャリア北九州さんの動
画撮影の様子

☜特定非営利活動法人あそ
びとまなび研究所」理事長 
秋葉さんの勉強会の様子 



 

総会（理事会）で意思決定を行おう 

総会と理事会の「権能」は、各法人の定款で定めることができます。NPO法では、定款で理事会に

委ねるとした事項以外は総会に権能があるとされています。総会や理事会を定款のとおりに行ってい

ない場合は、その議決に効力が生じないことがあるので、定款の記載事項をこまめに見直し、適切に

実施するようにしましょう。 

定款を確認する 
 

総会（理事会）にはそれぞれ開催条件と権能、議決要件があります。事前に確認し、計画的に開催 

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人の実体は活動の拡がりとともに変化していくものです。定款の内容と法人の実体が一致

するよう適切に法人運営を行うことはもちろん、時には定款の見直しが必要になります。 

会議をする 
 

定款に定める手続き（第 24条～第 30条（理事会は第 33 条～第 38 条））に則り、適切に会議を開催しましょう。

招集の期日や定足数等、定められた条件を守らない場合、議決事項が無効となる場合があります。 

また、総会でなければ決定できない事項もあるので注意しましょう。 

総会で議決しないと 

いけないもの 

・定款の変更 

・解散及び合併 

・監事の選任又は解任、職務及び報酬 

定款で定めれば 

理事会で議決してよいもの 

・事業計画及び活動予算並びにその変更       ・事業報告及び活動決算 

・理事の選任又は解任、職務及び報酬         ・入会金及び会費の額 

・借入金その他新たな義務の負担及び権利の放棄 ・事務局の組織及び運営 

Check！ 総会と理事会のパワーバランス 

   総会と理事会の権能は上表に示す範囲で定めることができます。 

総会は理事会と比べてより開かれたオフィシャルな意思決定の場であるため、総会が大きな権能を

持つことは社員各々が法人運営に参加している“実感や責任感”を得ることができ、透明性の高い運営

が望める一方で、開催の要件が厳しくなるため、臨機応変な意思決定が難しく、事務方の負担が大き

くなる傾向があります。 

決まった答えはありませんので、団体の実情に応じて、議決事項を適切に振り分けるようにしまし

ょう。 

  ※会議に関する事項の定款変更には、所轄庁に対し、定款変更認証申請が必要になります。 

例） 

STEP１ 

STEP２ 

開
催
の
通
知 

招
集
の
請
求 

理
事
会 

総
会 

開
催
の
通
知 

招
集
の
請
求 

14日以内 ３０日以内 

５/5 4/21 

5 日前まで 

４/30 6/15 

5 日前まで 

6/10 

議
事
録
の
作
成 

議
事
録
の
作
成 （33-2,3） 

（34-4） 

（32,36,37） 

（38） 

5/16 

（24-2,3） 

（34-2） 

（34-4） 

（25-2） 

（25-3） 

（25-3） 
（30） 

（23,27～29） 

議事録を作成する 
 

議事録に記載すべき事項も定款に定められています（第 30条、第 38条）。特に議長及び議事録署名人の

署名（記名、押印）が定款で定められた方法に則っていない事例が散見されます。後に係争等になった

場合は議事録が重要書類となることがありますので、適切に作成しましょう。 

Point！ 社員総会（理事会）議事録の押印の小ネタ 

   重任した理事が法務局に提出した印鑑（代表印）を社員総会議事録に押印しているときは、登記時に

その者の印鑑証明書の添付を省略することができます。 

STEP３ 

日にち(例) 

（ ）内は 

モデル定款の条番号 

所轄庁からの 
お知らせ 



 

NPOと多様な主体による、協働の活動体験プロジェクトを今年も実施します。 

まずは （説明会＋ちょっとだけ体験会）に参加してみませんか。 

（「対話×デザイン」から「対話」についてのワークショップを体験します） 

「協働ラボ 2021」参加者募集 

●日時 １月２９日（土）10：30～12：00 

●会場 八幡西生涯学習総合センター 204 会議室（コムシティ 2 階） 

●応募締切 オリエン：１月２２日（土） 協働ラボ：２月５日（土） 

※詳しくは HP・チラシをご覧ください。 

詳しくは 

こちら 

北九州市内で活動する NPO法人や市民活動団体等の活動支援の一環として、 

資料や用品類などを保管できるロッカーの貸し出しを行っています。 

開館時間  月曜日～土曜日 10:00～21:00 

日曜日・祝日  10:00～19:00 

休館日   第 1・3・5 月曜日、年末年始 

北九州市八幡西区黒崎三丁目 15 番 3 号（コムシティ 3 階） 

☎ 093-645-3101  FAX 093-645-3102 

HP https://www.kirakirakitaq.jp  info@kirakirakitaq.jp 

 

ロッカー利用団体の募集（2022年度） 

●申込期限 ３月４日（金）※必着 

●応募条件 北九州市市民活動サポートセンターに団体登録をしている 

NPO 法人や市民活動団体 

●利用決定 利用ロッカーは抽選により決定します。 

（応募多数により利用できない場合あり） 

※申込用紙は、ホームページ（キラキラネット）の 

「サポートセンターからのお知らせ」からダウンロードできます。 

～「桃太郎」から学ぶ企画の立て方～いっしょに新しい企画書を作ってみませんか！ 

「NPO 法人のための企画力向上セミナー」開催 

●日時 ２月１６日（水）18：00～20：30 

●会場 八幡西生涯学習総合センター 204 会議室（コムシティ 2 階） 

●講師 大久保 大助氏 

（市民活動サポートセンター専門相談員・（特非）KID’s work 代表理事） 

※詳しくは HP・チラシをご覧ください。 

 

申込みは 

こちら 


